
（アウトプット指標による目標）

（アウトカム指標による目標）

事業番号 219

「日本経済再生に向けた緊急経済対策」進捗管理シート（農林水産省）

対策の柱立て（大区分） Ⅱ．成長による富の創出

担当部局
農林水産省農林水産技術会議

事務局
対策の柱立て（中区分） ２．中小企業・小規模事業者・農林水産業対策

対策の柱立て（小区分①） （２）「攻めの農林水産業」の展開

担当課
研究統括官（食料戦略、除染）

室
対策の柱立て（小区分②）

対策における施策の名称 機能性を持つ農林水産物・食品開発プロジェクト

（事業名）
「攻めの農林水産業」の展開（機能性を持つ農林水産物・食品開発プロジェ
クト）

新規/既存 ■新規　　　□既存

事業の進捗状況

予算の執行状況

（進捗実績、
今後のスケジュール）

  ６月１日時点

平成24年度補正予算額 20億円
一般会計/特別会計

（特会の場合には名称も記
載）

一般会計

事業の内容
（予算については、
予算の使途及び

予算を交付等する対象者
を明記）

事業実施主体である（独）農研機構が、国立大学法人、都道府県等の公設試験場、民間企業等との連携により、健康上
のリスク低減に効果が期待される農林水産物やその加工品の開発及びそれらの生産・流通技術の確立を実施する。
また、医療機関等との連携により、上記で開発された農林水産物やその加工品について、健康への影響評価や個人の
健康状態に応じたテーラーメイドな供給システムの開発を実施する。

事業実施主体：（独）農業・食品産業技術総合研究機構

実施方法 　□直接実施　　　□委託・請負　　　　□補助金　　　　□負担金　　　　■交付金　　　　□貸付金　　　　□その他（　　　）

アウトプット指標（進捗指標）

アウトカム指標（効果指標）

交付決定率（目標：３月末までに100％）

・平成28年3月末までに健康上のリスク低減に役立つ食材の開発　８件
・平成28年3月末までに健康上のリスク低減について科学的に明らかにした査読論文　20件
・平成28年3月末までに機能性農林水産物等のテーラーメイドな供給システムのモデルの開発

執行早期化のために
講じている工夫

・予算成立の翌日（２月27日）に検討会及び提案会を実施することをプレスリリースし、事業に着手。
・農林水産省内に設置された同検討会において、研究開発戦略の策定を実施するとともに、（独）農研機構内に研究の進行管理会議
を設置し、研究の進行管理体制を明確化。

事業に関するURL
（事業実施場所、補助先等）

・農林水産技術会議事務局　機能性を持つ農林水産物・食品開発プロジェクト
（http://www.s.affrc.go.jp/docs/kinousei_pro/index.htm）

【事業の準備状況】 
<< 予算執行の準備 >> 

●農研機構にて研究開始に向けた準備実施中（「機能性を持つ農林水産 

  物・食品開発プロジェクト」進行管理会議２月５日付け設置済） 

●農水省内に研究の戦略を検討する検討会「農林水産物と健康に関する 

  研究開発検討会」を２月25日付けで設置済 

●３月19日付けで20億円を交付 

●研究開発戦略策定後に本格的に研究に着手 

  民間企業、大学等への外部委託も実施 

  ・農研機構以外が代表機関となる研究課題： 

  H25.5.1公募開始、5.10・5.17公募説明会、5.30公募締切 
  ・農研機構が代表機関となる研究課題のうち一部外部委託分： 

  H25.5.8公募開始、5.10・5.17公募説明会、6.7公募締切 

  ・契約や審査事務補助等を実施する事務支援機関と契約（H25.5.23） 

<< 研究開発戦略の策定 >> 

●効果的な研究を行うための戦略を策定 

・第１回検討会（H25.3.4：実施済）、第２回検討会（H25.3.27：実施済）、第３回検討会（H25.4.24：実

施済）を実施し、「農林水産物と健康に関する研究開発について」（戦略）を策定（H25.4.30） 

●全国の研究機関等から研究課題の提案を受ける提案会（H25.3.13：実施済） 

 

【事業の進捗状況】 
●農研機構研究実施分については研究に着手 

【予算執行の進捗実績及びスケジュール】 

国 

民間企業、大学等 

（独）農研機構 

実施 
（交付決定済率100％） 

 一部外部委託 

農研機構研究実施分 

実施 

 運営費交付金 

 公募中  

※本事業予算は、（独）農研機構の第3期中期目標終了時のH27年度末までの研究費をH24年度補正予算で計上したものである。 


